
   

学会名：第3７回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会総会

発表医師名：渡邉　望医師

発表演題名：一年以上尿閉だった症例のPVPの治療成績

主要内容：一年以上尿閉（カテーテル留置）の症例は様々な理由で手術
ができない場合が多いのですが、PVPは低侵襲であり、そのような場合
でも手術はでき、効果も十分出るという発表です。


